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杭村次雄 ( 〝 )
長 円久文 ( 〝 )
土屋新一 ( 〝 )
妊娠末期のアカゲザル3iTlを用いて.ケタラー
ル,Halothane麻酔下に子宮壁に小切関を加え,
胎盤間静脈にカニュレーションを行い.羊水中に
コンゴ-レッド,BSA.3Tを水.プロラクチンを注
入し,経時的に,羊水.胎仔血,母体血を採取し,
胎仔,羊水中プロラクチン況皮.羊水盈測定,胎
仔-羊水間の水移行などについて検討した. 1)｡
妊娠i剤こおいても羊水中プロラクチン濃度は妊娠
中期で高値を示すが.胎仔血プロラクチン濃度は
比較的妊娠末期になってはじめて増量する｡2)0
猿胎盤の各種組織のinvitroincubation実験で
は脱落膜から多量のプロラクチンが分泌されるこ
とが明らかになり,羊水中のプロラクチンは主と
して脱落膜から分泌され移行したものであること
が示唆された｡3)｡羊水中プロラクチン,胎仔プ
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